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令和３年８月４日（水）～６日（金） 

都道府県責任者会議：８月３日（火） 

開会式：８月４日（水）午前１０時（＊選手集合時刻は午前９時とする） 

競技会場：ロートアリーナ奈良 

（奈良県奈良市法蓮佐保山４丁目１−３ TEL 0742-24-1501） 

都道府県責任者会議：奈良県立奈良朱雀高等学校 
（奈良県奈良市柏木町２４８ TEL 0742-33-0293） 

現行日本卓球ル－ルによる。 

(１)団体戦（各都道府県代表校、男女各１校） 

(２)個人戦（各都道府県代表選手、男女各４名以内） 

東京都は団体戦男女各４校、個人戦男女各８名以内の出場、 

北海道は団体戦男女各２校、個人戦男女各８名以内の出場とする。 

＊第５２回大会の団体優勝校と個人戦ベスト８は、推薦枠にて出場することができる。 

また、その場合は、該当都道府県は団体戦の出場校数、個人戦出場選手数を推薦出場分 

増加できる。 

(１)使用球 硬球 ※プラスチックボール (白球で日本卓球協会公認の本大会指定球） 

(２)勝 敗 団体戦は５シングルスで行い、３点先取法。詳細は細則による。 

団体戦、個人戦ともにト－ナメント法で行う。 

団体戦、個人戦ともに１１ポイント３ゲーム先取法とする。 

(１)全国高等学校定時制通信制体育大会開催基準要項 １３の(１)から(11)の規定を 

満たしていること。 

(２)参加選手はあらかじめ健康診断を受け、学校長の承認を必要とする。 

(３)以下の生徒の参加については認めない。 

①聴講生 

②当該校において、卒業を目的としない生徒 

③意図的な留年を繰り返し、競技種目を越えて連続で出場する生徒 

④通信制課程に所属し、高校生としての教育活動が著しく損なわれている者 

⑤別途定める「全国高等学校定時制通信制体育大会における個人情報及び肖像権に 

関する取扱い」の承諾を得られない者 

⑥参加費の未払いな者 

⑦その他、各競技専門部会が定める「定通大会」参加資格及び規定に反する者、及び 

不良性行や大会運営上支障があると判断され、参加が不適切であると認められた者 

(４)当該年度日本卓球リ－グ、日本リーグビッグトーナメント、全日本選手権団体の部の 

大会（各地区大会を含む）等の出場者は除く。 

(５)団体戦のチ－ム編成は、人数は７名以内で編成したものに限る。 

  なお、合同チームの編成は、合同チーム参加資格の特例及び規約を満たしていること。 

(１)参加校の責任者は、所定の用紙（団体戦参加登録書・個人戦参加登録書）により 

各３部作成し、参加料を添えて各都道府県責任者あて送付すること。 

(２)各都道府県責任者は、参加申込書（兼報告書）の書類（２部）を作成し、各校より 

送付を受けた参加登録書（各２部）とともに一括して、大会事務局に「書留速達」で 

送付すること。また、参加申込書（兼報告書）のデータを作成し、大会事務局のメール 

アドレスに送信するか、事務局指定の記録媒体に保存し、同封して送付すること。 

(３)申込期日 令和３年６月３０日（水）必着 

(４)申込先 大会事務局 

(５)参加料は、次の郵便振替の口座に納入すること 

口座番号 ００１２０－３－６２３２７４ 

口 座 名 全国高等学校定時制通信制部会卓球専門部 

(６)申込期日以降は、参加料の返金は行わない。 

(１)団体戦 １チーム・ 45,000 円  (２)個人戦 １名・ 4,500 円 

(１)団体戦 男女とも第一位から第三位まで表彰し、優勝旗・優勝杯・表彰状及びメダルを 

授与する。男女優勝杯として、文部科学大臣杯・厚生労働大臣杯を授与する。 

(２)個人戦 男女とも第一位から第三位まで表彰し、優勝杯・表彰状及びメダルを授与する。 

優勝者には、日本卓球協会より表彰状を授与する。三位決定戦は行わない。 
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１４．大会事務局 

 

(１)個人戦は大会準備委員会において、令和３年７月７日（水）に行う。 

(２)団体戦は都道府県責任者会議において行う。 

(３)シ－ド 第５２回大会の団体戦ベスト４、個人戦ベスト８までをシ－ドとする。 

(１)宿泊料金 監督・選手ともに１名（１泊朝食 8,500円～15,000円） 

(２)申込方法 

①大会専用ホームページより申込 

  ②大会専用ホームページより書式をダウンロードし、ＦＡＸ送信 

   またはメール送付 

(３)大会専用ホームページ受付開始 令和３年６月１日（火）15時～ 

(４)申込締切日 令和３年６月２９日（火） 

大会専用ホームページ ※右上のＱＲコードからも利用できます。 

 ≪ https://va.apollon.nta.co.jp/table-tennis-nara/ ≫ 

都道府県責任者会議（団体戦の抽選を行いますので時間厳守でお願いします） 

＊令和３年８月３日（火）１５：００～１７：００ 

都道府県責任者会議：奈良県立奈良朱雀高等学校 
（奈良県奈良市柏木町２４８ TEL 0742-33-0293） 

 (１)競技規定の補足説明 

・ラバーの接着行為においては、JTTAが公認した感圧接着シート、水溶性接着剤または 

固形接着剤のみを用いて行うものとする。 

・サービスについてはH17.9.1改正の内容を、ラケットについてH14.4.1改正の内容を 

適用する。 

・タイムアウトは採用しない。 

・ボールの選択は、大会進行を考慮し競技領域でトスにより行う。 

(２)競技中の疾病、傷害などの応急処置については、できる範囲で主催者側が行うが、 

その後の責任は主催者では負わない。 

(３)参加者は健康保険証を持参すること。 

(４)出場選手は、必ず引率責任者によって引率され、引率責任者は選手の行動に対して全て 

責任を負わなければならない。 

(５)連絡先    大会事務局 

(６)本大会（除予選）において使用するゼッケンは、事務局の設定した書式に基づき 

各都道府県で作成する（下図参照）。 

なお、日本卓球協会のゼッケンの使用は認めております。 

(７)大会経過及び結果は、大会Ｗｅｂページに掲載します。 

アドレスは http://t2-tabletennis.com 

(８)ゼッケンのサイズはＢ５判を基準とし、白地の布に文字は黒を使用すること。 

東 京 

柴 田 

第 一 商 業 

 

〒143-0027  東京都大田区中馬込３-１１-１０ 

東京都立大田桜台高等学校内 

全国高等学校定時制通信制卓球大会事務局 

事務局長   工 藤 大 観  宛 
TEL 03-6303-7980  FAX 03-5709-5050 

E-mail t2-tabletennis@live.jp 
 



全国高等学校定時制通信制卓球大会 細則 
 本大会は、大会運営のために細則を設ける。各都道府県に於いても状況に応じて本細則を準用す

ること。 
 
１． 服装 
（１） 選手は、日本卓球協会公認のユニフォームであることが望ましい。 
（２） ユニフォーム（袖・襟を除く）の主たる色は、使用するボールの色（本大会では白色）と

明らかに違う色でなければならない。 
（３） ゼッケンは、本大会用の書式に基づき、各都道府県で作成されたものを使用して、背面に

固定する。なお、公益財団法人日本卓球協会のゼッケンも使用することができる。 
 
２． 団体戦 
（１） 競技は３～５名で行い、５シングルスの５試合とし、３点先取法で勝敗を決定する。 
    ただし、敗戦チームがトーナメントにおいて初めての試合の場合、希望すれば２ゲーム 
   までの親善試合を５番まで実施できる。 
（２） オーダーの組み方は、ＡＢ・ＰＱ方式とし、トスによりそのいずれかを選択する。この場

合両チームはお互いに違う方式をとる。 

パターン一覧表 

人数 ３名  ４名  ５名 
パターン番号 １ ２  ３ ４  ５ 

ＡＢ側 

１ 単 Ａ Ａ  Ａ Ａ  Ａ 
２ 単 Ｂ Ｂ  Ｂ Ｂ  Ｂ 
３ 単 Ｃ Ｃ  Ｃ Ｃ  Ｃ 
４ 単 Ａ Ａ  Ｄ Ｄ  Ｄ 
５ 単 Ｂ Ｃ  Ｂ Ｃ  Ｅ 

ＰＱ側 

１ 単 Ｐ Ｐ  Ｐ Ｐ  Ｐ 
２ 単 Ｑ Ｑ  Ｑ Ｑ  Ｑ 
３ 単 Ｒ Ｒ  Ｒ Ｒ  Ｒ 
４ 単 Ｒ Ｑ  Ｓ Ｓ  Ｓ 
５ 単 Ｐ Ｐ  Ｐ Ｓ  Ｔ 

オーダー用紙記入見本 

試合番号 ２１５ 

パターン番号 １ 

記号 ＡＢ ・ ＰＱ 

県名 佐 賀 

校名 佐賀工  

1 Ｐ 木 村 

2 Ｑ 田 中 

3 Ｒ 伊 藤 

4 Ｒ 伊 藤 

5 Ｐ 木 村 

選手名の前の欄に、Ａ～Ｅまたは 
Ｐ～Ｔの記号をご記入ください。 

パターン番号の欄にパターン番号 
をご記入下さい。 



団体戦における進行上の要領は下記の通りとする。 
（１）オーダー表受領：試合開始４０分前に対戦相手とのトスによってＡＢまたはＰＱを決める。 

尚、指定された時刻に遅れた場合には、相手チームに選択権を与える。 
（２）オーダー表提出：試合開始３０分前に、本部席オーダー係に提出する。 

オーダー表には、パターン番号と選手名およびその記号（ＡＢ・ＰＱ等）を記入する。 
（３）選手集合：試合通告の放送があり次第、指定のコートに直接集合する。その際、若い番号の

チームが本部側のベンチに入ること。 
（４）競技：両チーム挨拶、対戦者の確認後、試合を行う。対戦者の確認までにオーダーのメンバ

ー全員が揃っていない場合は、いかなる理由があっても相手チームの勝ちとする。 
（５）試合結果の確認を行い、両校の監督がスコアカードに署名して、挨拶の後、主将先導で退場

する。 
（６）ベンチ：監督章をつけた者１名（監督、顧問教師、コーチ又はこれに代わる者）と登録選手

以外入ってはならない。 
 
３． 個人戦 
（１） 試合通告の放送があり次第、指定のコートに入り、審判員に届け出る。その際、若い番号の

選手が本部側のベンチに入ること。もし、団体戦に出場中の場合には、代理者が進行係に申

し出る。 
（２） トスでボールを決め、対戦者との練習の後、試合に入る。 
（３） ベンチには、アドバイザー１名以外入ってはならない。 
（４） 試合が終了したら、敗者がスコアカードに署名して、挨拶後退場する。 
 
４． ボール 
（１） ボールの選択は、すべて対戦者間のトスの勝者に決定権を与える。 
 
５． 棄権 
（１）事情により棄権する場合には、必ず本部に本人または代理人、チーム代表責任者（監督、顧

問教師）が届け出て、確認を受けた後、試合を放棄する。 
（２）本部より試合通告のアナウンス３回後、３分経過しても指定の場所またはコートに出場しな

い場合、または別の試合に出場中である旨の連絡がない場合は、棄権とみなす。 
 
６． 新型コロナウイルス感染症対策のための特別措置 
（１）チェンジエンドを行わない。 
（２）試合前のラケット交換は、台上で見せ合うようにする。試合後の握手は行わない。 
 
７． 選手変更 
  都道府県責任者会議３０分前までに、責任者によって文書で提出された場合に限り、次の 
  選手変更を認める。 
（１） 団体登録メンバーの変更 
（２） 個人戦出場選手の変更 
 
※選手変更については、変更が決まり次第速やかに大会事務局までご連絡ください。また、急な事

情により選手変更が生じた場合は、都道府県責任者会議での各県責任者会議出席者の変更報告を

最終として受け付けます。大会運営のためにどうぞご協力ください。 




	空白ページ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


